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茨城県　大子町蛇穴 Map
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ぬくもり たなびいて
～茨城県　大子町蛇穴～

２０１２年７月１日（日）放送

茨城県北西部に位置する大子町。

大小３０もの集落が点在する八溝山のふもと、

一番奥が蛇穴（じゃけち）です。

山を切り開いた畑を耕し、薪（まき）を使う暮らしが

営まれています。

人々は作物を分かちあい、暮らしています。

山あいの里で、お互いに支え合う人々に出会う旅。

茨城県北西部、栃木と福島と３つの県境に連なる八溝山地。

その最高峰が、標高１０２２メートルの八溝山です。

８つの深い谷が刻まれ、八方に沢が流れることから、八溝の

名がついたと言われています。梅雨、太平洋からの湿った

風が山で冷やされ、霧が立ちこめます。この霧と深い関係に

あるのが、この地域特産で、４００年の歴史を持つ奥久慈茶

です。霧によって日ざしが遮られ、また気温が低く雨が多い

気候から、葉肉が厚くなり、香りと味が深い茶葉が育つと

いわれています。

八溝の山
蛇穴（じゃけち）

茨城県北西部にある八溝山。そのふもとの集落、大子町蛇穴。

山から大蛇が現れ、大きな穴が出来たと言い伝えられています。

蛇穴では、１７戸の家が寄り添うように暮らしています。

人々は、山を切り開いた畑で、自家用の作物を育てて暮らして

きました。収穫は、互いに手を貸し合い、採れたものは互いに

譲り合います。

まるで家族のように、支え合う暮らしです。

薪のある暮らし

蛇穴では、多くの家が薪を使って生活をしています。暖を

とったり、ご飯を炊いたり、煮物を作ったり。一人暮らしの

鈴木久枝さん（８１歳）も、毎日、薪ストーブに火を入れます。

煙が出ているか、近所の人たちは気にかけ、声をかけてくれる

そうです。久枝さんの薪置き場には、５年前に亡くなった夫、

進さんが積み重ねた薪が、１５，０００本以上もあります。

久恵さんが何年も困る事がないように、進さんが入院する直前

まで集めていたものです。

その薪を、１本１本大切に使っています。

アクセス方法

＜電車＞
　ＪＲ常磐線「水戸駅」→ＪＲ水郡線「常陸大子駅」下車
　　　　　　　　　→茨城交通バス（蛇穴行き）（４１分）

＜車＞
　首都高速道路→三郷ＩＣ→常磐自動車道→那珂ＩＣ
                →国道１１８号線→大子町（６０分）
                               →八溝方面（４０分）


